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ロE
長
め
海
上
活
怠
に
お
け
る
田
空
白
人
計
な
区
-
?
と
し
て
、
↑
↑
一
44V一
万
一
も
の
お
戸
、
と
そ

の
毎
日
に
日
早
{
問
品
川
す
d
h
-

い
わ
ぬ
る
一
』
ι
戸川「一
-
h
h
d

乞
力
ト
ド
し
の
一
一
H
J

九
六
を
I
r
J

え
る
こ
こ
よ
f

J
一叱

4
-
i
u
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パ
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い
わ
よ
い
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I
r
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U
J
7
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回
答
市
f

ご

や

ヴ

7

イ
キ
ン
ザ
ノ
下
わ
な
ど
に
玄
止
ニ
、

ν
く
c

点
、
、
そ
ず
し
ょ
ゴ
吃
ご
に
や
一
一
円
子
て
レ

i
j
'

く

'--

古
代
中
世
を
通
じ
て
カ
!
ゴ
ス
ペ
ー
ス

E
Rご
と

5
2
の
一
足
の
発
符
の

た
め
に
漕
ぎ
J
Z
J

を
減
ら
し

七

1

λ

ι

ゲ
一
ん
ち
く
す
宇
る
こ
と
で
↑
品
川
ろ
え
f
J

引
J

L

庁一宝ご門一

に
引
用
し
よ
う
と
す
る
杭

U
J
J
出
刊
祝
し
た
。
廷
か
に
こ
れ
ら
の
長
も
良
平
合
い
氏
、

廷
を
航
行
、

太
陽
・

5
・
E
な
ど
を
宅
憲
二
二
つ

dr

よ
い
円
九
市
山
J

、.へ

1

4

f

F

一一

ガ
レ
ー
な
ど
は
民
系
よ
ち
も
マ
ー
ケ
y

ト
の
要
求
の
+
H
u
s
-

は
る
か
に
す
γ

く
以
応

(
1
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し
て
活
動
し
て
レ
る
。

で
あ
れ
リ

わ
が
国
の
古
代
で
ほ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
て
ド
ト
い
も
ん
d
Uパ

一2
)

t
m
3
に
係
正
す
る
こ
と
を
良
企
?
に
4
4
・4ん

海
難
の
恐
怖
も
伝
え
ら
れ

る
こ
と
は
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、

そ
れ
ま
で
の
伝
行
に

関
す
る
海
也
事
関
係
の
諸
知
一
一
流
も
ま
と
め
ム
れ
た
と
い
う
が

政
↓

υ
船
も
平
は
り

無
品
配
力
船
時
代
の
航
路
一
を
大
い
に
沼
m
M
-
二
、
い
る
rv

わ
が
問
中
の
お
山
内
遂
の
発
達
の
母
胎
で
あ
わ
現
在
で
も
七
u

目
安
、
貞
行

g

九

3
)

仁
逸
合
し
た
自
料
、
民
一
h

w

I

叩
祭
料
今
一
示
し
て
レ
る
c

中
隊
戸
内
海
は
、

ヨ

l
口

γ
バ

と

同

じ

く

2 

f
r
E
d
u
不
ぎ
伝
か
ら
帆
一
丸
へ
移
行
す
る
中
で
、

海
向
車
を
ど
の
よ
う
に
去
二
え
て
い

一
ノ
た
で
あ
ろ
う
か
む

広
一
%
で
は
、

溶
か
穿
の
や
め
ケ
ソ
摂
二
一
寸
ι
ー
ん
な
和
也
に
ふ
れ
七
J
J

ー， 
ノ、

Z
F

手
配
力
れ
お
の
数
行
に
と
も
な
う
若
干
の
諸
事
侍
に
円
ノ
レ
て
考
察
し
た
い
c

二
主
、
先
夫
か
ら
一
海
上
に
町
内
す
る
こ
と
で

t
銭
よ
か
ム
J
U

間
町
?
?
き
れ
ミ
場
合
子

91

三
J
a
e

、
そ

tp
に
海
E

よ
か
ム
-
r
u

候
一
釈
が
お
わ
る
こ
と
で
渇
u
r
ァ
~
し
ム
口
う
よ
p
a
y
t
比
て
く

~ 

司眠

、寺
} 

マ、

> 

= 'c . 
d 

/、-
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F 
島，

じ

て
展
開
の
基
一
侵
的
部
分

ι}
吋
よ
ι

仁一
F

い
で
は

よ
く
一
度
に
乗
る
よ
町
，

g，
に
乗
れ
」

Ir--い
う
c

長
が
」
点
J

し

官一
ι
p
z
t
一
で
は
、
ブ
一
ラ

i
シ
ユ
え
い
う
よ
友
j

に
釈
に
よ
る
壊
、
の

ι民
間
は
44E
喜一一屯

'
p
v
d
r

・3J
川、

F
F
C
4
F
九
ぎ
に
ま
た
け
非
常
に
大
金
ご
い
こ
と
を
吹
E
U

と
c

-r. 

き
て
、
ム
「
付
伎
の
医
院
の
出
で
ベ

i
シ
ッ
ク
な
も
の
を
項
目
的
に
あ
げ
る
と
、

だ
の
十
出
生
白
か
ら
の
務
H

況
は
中
卒
へ
の
時
間
禁
瀬
戸
西
口
行
近
で
出
ム
ロ
ハ
¥

(
4
)
 

一
え
の
十
万
一
円
に
よ
f
u
n

返
す
、
守
一
般
に
航
走
中
の
一
連
夜
は
三
ノ
r
J

ト
存
度
で
あ
る

合=

つ

J
y

、
乏
当
な
昨
血
税
・
巨
忠
良
ム
ザ
」
侍
る
な
ら
六
ノ
ン
ト
(
髭
，
に
は
一

ノ
ァ
ト
即
位
昨
民

に
も
な
る
、
(
叫
鮫
行
を
ロ
ン
グ
ラ
ン
で
考

(5) 

え
れ
ば

F

機
土
に
と
阪
走
の
作
用
)
悼
肯
定
鮫
行
(
長
伝
)
め
多
か
ヲ
た
古
代
で
は

で
一
戸
川
haJ
江
〈
杭
帆
走
す
る
こ
と
も
)

一
一
ノ
ッ
ト
一
科
疫
の
こ
と
も
あ
る
、

門
中
」
師
組
制
仰
を
ぺ

i
ヌ
に
阪
風
の
あ
る
こ
と
が
一
候

tFs

わ
際
め
庁
主
で
あ
る
が
、
逆
再
開
で
も
ワ
エ
煎
(
ワ
イ
務
H

本
燃
に
対
オ
ノ
ス
‘
脇

{

F

り
十

あ
」

ιv-
釈
明
し
て
ぷ
一
む
場
合
一
か
み
あ
る
、
(
問
}
な
お
、
逆
風
で
も
賑
酷
で
あ
れ
ば
々

F
Q
O
~
 

y

キ
ン
グ
し
な
が
ら
前
進
を
打
開
け
る
、
(
同
~
務
汐
関
侠
で
考
え
る
と
半
日
間
慨
が

一
般
的
で
は
去
る
が
、
一
日
間
柄
の
し
ば
し
ば
発
生
す
る
採
J

m

(

将
い
え
ば
嬉
肝



援
)
が
あ
り
、

き

η
と
て
間
一
』
況
は
半
十
日
間
，
間
流
で
エ
1
1
m

潮
時
と
摂
慌
の
一
不
一
致

(
H
A
)
 

(
例
え
ば
明
石
海
峡
)
も
み
ら
れ
る
、

f
J一
内
務
東
部
で
は
白
剤
一
ア
イ
晶
一
一
い
か
比
較
的

(日」

大
き
く
(
前
記
一
山
中
心
)
に
関
係
)
剤
位
廷
が
小
(
一

l
一
・
五
メ
ー
ト
ル
)
、
内
海

西
部
で
は
日
間
不
等
が
小
き
く
仰
向
差
が
大
(
三

t
四
メ
ー
ト
ル
)
で
あ
る
、

f

⑨

島
し
ょ
・
瀬
戸
・
海
底
地
形
の
一
変
化
な
ど
や
、
河
川
の
流
入
に
よ
る
海
水
密
度

や

芦

田

の

変

化

、

き

ょ

説

で

の

上

空

で

言

語

・

2
2流
な
ど
の
摩
擦
与

に
よ
る
海
一
閣
の
一
複
r

殺
な
変
化
、
な
ど
が
あ
る
。

h
J
A
」

J

、、

沿
告
や
内
海
に
み
ら
れ
る
烈
汐
(
水
粒
子
の
垂
直
運
動
)

は
潮
汐
位
以

(
潮
汐
現
象
の
一
位
箔
)
と
そ
れ
に
と
も
な
フ
て
託
勘
す
る
郡
山
託
(
水
粒
エ
の
水

平
運
動
)

に
影
響
す
る
。

瀬
戸
門
海
で
は

豊
徐
・
紀
伊
め
雨
水
道
か
ら
入
ウ

た
潮
流
は
、

約
五
・
五
時
間
後
に
係
諸
瀬
戸
西
口
付
近
で
判
付
会
す
る

/ー、

~: 
1 
、ー-'

。

す
な
わ
ち

前
記
雨
水
道
入
ロ
付
近
と
内
奥
部
で
は
ほ
ぼ
逆
の
"
が

d

ど
ぎ
に
な
る
。

な
お

瀬
戸
で
は
ぷ
が
一
更
に
一
通
一
一
だ
で
き
な
い
た
め
入
口
と
山
凶
口
の
水
一
回
の
高

き
に
差
-V
一
生
じ

A
U
ι

町
内
に
九
ゆ

n
u伺
い
。
ム
ー

そ
の
最
強
制
間
流
の
例
を
い
く
う
か

あ
げ
る
と
由
良
瀬
戸
三
・
六
ノ
ッ
ト
、

明
石
梅
峡
七
ノ
ソ
ト
、

同
町
内
海
峡
一

ノ
ノ
ッ

k
l

、

ッ
k
r

、

備
讃
齢
戸
一
二
・
四
ノ
ァ
ト
、
岡
山
水
活
ご
、
岡
山
理
入
口
)
三

1
五
ノ

円

H
A
L
~

鼻
西
京
瀬
戸
六
・
三
ノ
ソ
ト
、
約
方
瀬
戸
五
ノ
ッ
ト
、
奈
良

mLm
峡
七
ノ
ッ

ト
、
音
一
戸
瀬
戸
間
ノ
ッ
ト
、
釣
向
的
水
道
一
二
ノ
ッ
ト
(
流
速
、
流
向
の
変
化
あ
灼
ー

も
ろ
l
L
4
4

諸
島
水
道
四
・
二
ノ
ッ
ト
、
大
白
目
減
一
戸
六
・
三
ノ
ッ
ト
、
垣
島
木
造
二
・
五
ノ

J

J

'

ト・、

関
門
海
峡
六
・
二
ノ
ッ
ト
、

出
笠
子
海
峡
(
速
攻
瀬
戸
と
も
い
う
)
一
江
ノ

ッ
ト
な
ど
が
あ
る
。

あ
る
潮
流
を
乗
り
切
る
場
合
に
は

そ
の
潮
流

(
版
流
)

の
流
速
に
対
し
て

少
く
と
も
一
ノ
ッ
ト
や
二
ノ
ッ
ト
の
余
裕
の
去
る
ス
ピ
!
ド
百
九
九
必
要
で
あ
る
。

従
っ
て
二

1
一
一
一
ノ
ッ
ト
存
度
の
一
般
的
な
瀬
川
速
で
あ
れ
ば

」
れ
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一
の
瀬
戸
ば

島
白
一
町
長由γ

句

4
e
l
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一
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荒

ナ

ラ

ム

(
官
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か
な
り
要
注
意
で
あ
る
。
そ
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で
、

四
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部
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l
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i
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l
i
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進
行
波

H
①

③

一

争

乞

ま

-
z
mい
よ

①

①

定

常

波

口

す
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3
一
審
(
イ

f
J
一
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ペ
)
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一

@
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@

一3
平
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周
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ア
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ゲ
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S
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ア
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ゲ
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サ
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一
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一

!
l
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経
過
時
t
I
2
3
4
5
6
7
8
9
m
H
げ

日

は

凶

げ

は

円

剖

2
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H

ア
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サ
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L

サ
ゲ
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時
間
待
ち
を
し
て
憩
流
時

(
停
湖
一
時
)

か
ら
阪
献
に
か
か
る
頃
合
を
み
て

-
円
に
通
過
す
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、

関
連
し
て
い
え
ば
、
内
海
を
西
へ
向
か

号
西
国
航
路
が
三
原
南
東
の
布
刈
幅
削

ア
ゲ

戸
(
最
強
制
間
流
四
・
五
ノ
ッ
ト
)
の
一

通
過
が
恐
し
い
放
に
、

zm
か戸内
J松
永

FJim
へ
向
か
い
尾
道
水
道
(
同
二
・
二
ノ

ッ
ト
)

を
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、

万
葉
誌
に
あ
る
よ
う
に
坂
出
付
近
か
ら
船
出

し
て
都
へ
帰
る
柿
本
入
院
が
、

備
議
瀬
戸
の
潮
流
(
東
流
)

に
乗
っ
て
山
陽
例

へ
構
断
寸
る
際
の
簡
と
風
の
恐
き
か
」
詠
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

瀬
戸
の
{
女
全
の
再
前
九
円
切
り
に
は
、

海
象
に
対
す
る
知
設
や
経
験
一

がい川
U

百
世
で
あ
る
が
、
好
都
合
な
こ
と
に
積
一
日
付
近
は
時
間
に
乗
っ
て
魚
が
た
ι

集
し

(れ」

日
円
く
、
海
人
達
は
梅
象
?
と
比
咋
d
M
慌
の
関
係
を
へ
初
歩
的
な
が
ム
)
知
る
時
九
十
一
は
多

か
つ
だ
宮
古
で
ふ
壬

C
C
3
-
仁
法
」
「
・
一
F
F
，
z
h
J
J
-

叶
刊
誌
島
に
己
か
け
ら
れ

冬
一
誠
九
・

p
t
m
u
p
r
さ

E
F
K
-

一
手
十

た
ど
J

J

主
役
に
一
一
に
か

rv
い
ξ

J

J

、
の
こ
と
は
」
寸

t-ι

に
U
K
F
F

一
一
寸
る
海
人
だ
牛
を
志
、
+
七
二
U

で
き
で
ヘ
れ
る
た
め
の
三
己
一
二
一
f
モ
あ
っ
て
ろ

~ 

C 
更
に
、

E
Fい
に
は
ご
阪
と
芝
」
山
口
ふ
っ
て
応
次
官
、
れ
努
-
t
r
t
uこ
え
、

!志

望ZE

こ
そ
は

-Lr
を
運
ぶ
主
符
一

4
J
F
る
e

山時十日配山
-
n
b

な
ム
平
均
し
て
一
二
野
町
二
五
今

で
こ
の
#
イ
ク
ル
が
問
え
る
た
め
、
阪
市
恋
ト
民
間
は
杓
六

E
M
R
R一
昨
ー
と
な

h
、
4
十
己

同
阿
南
の
税
所
で
は
一
け
に
二
回
引
間
関
引
得
ム
れ
る
。
し
か
し
、
古
代
で
は

R

中
の
一
航
行
を
原
則
と
し
た
よ
号
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
一
同
だ
け
の
岡
山

間
利
用
と
な
り
、
逆
潮
崎
で
の
潮
待
ち
が
お
嫡
さ
れ
る
c

(る一一④

(3
一③

一
日
間
潮

二
、
潮
流
を
中
心
に

読
に
述
べ
た
よ
う
に
、
潮
汐
に
は
半
日
周
潮
や
一
臼
周
潮
な
ど
が
あ
る
が
‘

(ぉ「

o

そ
の
各
々
は
定
常
波
や
遂
行
波
・
刀
あ
る
回

2
は
一
般
的
に
み
ら
れ
る
半
日
間

務
い
に
つ
い
て
、
流
速
と
の
関
係
を
代
表
的
に
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
派
速
の

3 

変
化
と
し
て
(
弱
↓
強
)

の
形
を
①
↓
④
で
示
し
、

中
間
と
し
て
の
pψ

は
一
応

名
目
的
し
て
&
る
O

へ
ゆ
が
二
倍
あ
る
こ
と
は
、
強
流
時
が
し
ば
し
続
く
こ
と
を
表

わ
す
。

今
、
転
出
と
穫
の
窓
会
、
の
需
俣
の
一
パ
タ
:
ン
ιv-
述
べ
る
と
、

品

川

へ

F
P

止
の
e
t
一

戸
る
引
き
、

ts
で

e-一
早
し
(
宅
、

持
也
、
竺
な
ど
の
受
問
、

百
一
長
な
ら
ば
十
八
・
ん

F
f

時
一
じ
の
よ
う
な
-sh

に
P
E

叫
ん
一
行
き
れ
て
)
、

再
出
ニ
戸
一
か
ら
窓
会
b
e
T
』
彦
に
主
す
る
ま
で
き

十
え
し
、

E

J

f

て
玖
+
庁
、
に
Iwv

答
え
る
。
き
て
、

苦
渋
と
の
院
予
で
あ
と
が
、

血

WBιτ

十
八
阪
諮
り
の
北
町
凶
(
続
強
涜
透
一
ノ
ァ
ト
)

に
と
町
、

輯
時
疲
か
ら
兵
庫

(
犬
山
町
回

治
と
い
ろ
)
沖
一
に
向
か
弓
場
合
・
を
考
え
よ
ろ
。
国

2
Fり
夜
速
の
パ
タ
ー
ン
か
戸
町
一

(ご

(
W
J

「

咽

」

〔

w-

一M
J

(
』
)
恥
一

-

W

』

-

州

一

一

、

品

(

¥

じ

、

〒

)

、
ω

¥

ω

¥

ω

、

ω

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
約
四
ノ
ッ
ト
分
科
は
潮
に
引
か
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、



海
上
で
は
陸
以
上
に
風
の
あ
る
も
の
で
、

仮
り
に
一
ノ
ッ
ト
(
れ
速

2
0
て
ン

チ
メ
ー
ト
ル
)

の
追
風
や
橘
風
が
あ
る
と
す
れ
ば
全
体
で
約
六
ノ
シ
ト
の
お
筑

に
な
り
、
合
計
一

O
ノ
ッ
ト
程
度
の
推
進
が
得
ら
れ
よ
う
(
も
ち
ろ
ん
、

途
中

で
漕
ぐ
こ
と
も
あ
る
)
。

か
く
て
一
八
・
五
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
航
程
が
求
め

ら
れ
、
難
波
か
ら
大
阪
湾
北
部
を
斜
走
す
る
こ
と
で
兵
庫
沖
へ
の
到
着
は
可
能

で
あ
る
(
古
代
の
航
路
に
お
け
る
第
一
日
の
航
程
の
終
了
)
。

つ
ぎ
に
、
岩
屋
(
庄
H
)
で
は
古
く
「
別
当
判
例
」
が
あ
り
毎
日
犬
が
堺
に
往

、ZU
J

復
し
た
と
い

M
F
明
石
海
峡
の
東
流
時
(
下
げ
務
)
に
は
、
主
流
は
淡
路
島
の

東
側
を
由
良
海
峡
へ
南
下
す
る
が

一
部
の
開
は
海
峡
入
口
付
近
か
ら
四
分
か
れ

て
東
流
す
る
(
一
ノ
ッ
ト
)
。
そ
れ
故
、

明
石
海
峡
付
近
の
期
間
が
懇
流
か
ら
東

流
に
変
る
頃
沖
合
に
出
て
、

割
問
に
乗
り
東
進
寸
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、

堺
に
近
づ
く
頃
に
は
大
阪
湾
の
上
げ
務
へ
悶
d

石
海
映
の
吾
氏
」
を
辺

ぇ
、
船
は
海
岸
に
向
か
う
棋
に
持
さ
れ
て
港
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
帰
途

は
者
百
流
す
る
落
潮
で
岸
を
絞
れ
、

大
民
湾
内
の
同
期
流
に
乗
り
な
が
ら
淡
路

r
p
u
m
，
の
白
口
氏
海
咲
か
ム
〆
の
上
げ
fbr
，
を
や
r
d

舟
す
る
こ
と
で
段

路
島
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
ち
ろ

λ
、
途
中
で
は
民
時
帆
走
や
漕

島
の
方
へ
近
づ
き
、

走
を
す
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
豊
前
や
豊
後
な
ど
の
年
貢
米
の
船
に
よ
る
北
九
州
へ
の
廻
送
が
あ
る
。

孝
謙
帝
天
平
勝
宝
八
年
(
七
五
六
)
、
山
戸
南
海
産
の
も
の
は
都
へ
の
療
送
で

あ
っ
た
が
、
九
州
は
大
宰
府
に
集
め
た
と
い
号
。
そ
の
際
、
東
九
州
産
は
鉛
に

よ
る
許
可
が
あ
ワ
た
が
、
こ
れ
も
豊
後
水
道
行
関
門
海
峡
と
い
う
摂
の
自
然
な

動
き
に
一
致
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
図

1
で
分
か
る
よ
う
に
明
石
海

峡
西
口
か
ら
搭
磨
滋
へ
の
潮
の
広
が
り
か
ら
み
て
、

淡
路
の
西
側
川
口
町
ー
自
で
讃
岐

の
東
部
に
着
告
で
き
る
の
は
ご
く
自
然
の
よ
う
で
あ
る
c

難
波
と
の
間
で
こ
の

コ
ー
ス
も
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

讃
般
の
国
府
が
坂
出
付
近

K
あ
っ
て

当
地
と
や
や
掛
離
れ
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の
弱
点
で
あ
っ
た
ろ
う
。

一
、
航
路
を
中
心
に

近
畿
の
政
権
が
国
内
を
統
一
し
朝
鮮
半
島
へ
も
外
的
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
れ

ば
、
そ
の
点
で
も
瀬
戸
内
海
の
東
西
交
通
は
重
要
で
あ
り
、
ま
た
圏
内
的
に
も

重
点
的
な
北
九
州
と
の
連
絡
も
そ
の
ル
!
ト
上
に
あ
っ
た
。
平
時
や
有
時
に
お

け
る
船
の
大
量
安
価
な
輸
送
性
は
一
言
う
に
及
ば
ず
、

お
山
人
乏
の
協
力
で
切
り
抜
け
る
こ
と
で
、

海
酷
離
を
一
層
の
用
心
さ
や

隆
行
の
辛
惨
き
か
ら
避
け
る
こ
と
が
で

ぎ
た
o

な
お
、
北
九
州
と
近
畿
の
中
間
の
安
芸
で
は
七
世
紀
か

A
m一
世
紀
に
か

け
て
少
く
と
も
一
八
隻
以
上
の
遣
使
船
な
ど
を
建
造
さ
せ
て
い
る
が
、
内
海
の

十
県
西
交
通
の
重
要
性
が
こ
こ
で
も
詔
一
議
さ
れ
る
。
山
陽
側
の
沿
岸
航
路
で
は
東

4 

古
流
寸
る
一
聞
に
券
、
っ
て
航
行
し
た
が
、

士
口
僚
の
前
山
た
る
児
島
と
の
間
の
水
道

で
は
活
走
(
漸
に
乗
る
よ
り
も
)
が
主
で
あ
っ
た
し
、
鹿
老
渡
(
広
島
県
)

阪忠一一古川

大
円
四
瀬
戸
の
コ

i
ス
で
は
広
島
湾
を
南
北
す
る
都
聞
を
利
用

し
か
し
、
岩
国
・
大
自
由
経
由
に
よ
る
一
大
廻
り
や
瀬
戸
の
急

(
岩
一
回
)

し
た
よ
う
で
あ
る
。

識
を
避
け
て
鹿
老
渡
l
津
和
地
品

i
屋
代
由
一
町
南
海
面
の
コ

l
ス
を
利
用
す
る
よ

『
ノ
亡
£
つ
ニ
。

寸

/

て

ふ

J

山
湯
沿
岸
の
品
哨
Y
四
国
や
東
九
州
か
ら
結
び

つ
く
コ

1
1

ス
に
は
、
西
讃
の
海
岸
か
ら
備
讃
瀬
戸
を
檎
断
す
る
、

子
諸
島
を
憤
断
す
る
、
東
九
州
か
ら
姫
島

i
八
島
(
山
口
県
)

ど
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

つ
ぎ
に
南
北
連
絡
が
あ
る
。

伊
予
か
ら
芸

と
つ
な
ぐ
、
な

東
に
国
政
の
中
心
が
あ
る
こ
と
で
東
へ
傾
斜
し
た

コ
ー
ス
が
み
ら
れ

こ
こ
で
も
官
公
庁
を
結
ぶ
い
わ
ゆ
る
官
交
通
が
主
体
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
坂
出
付
近
(
国
府
)
、

選
前
・
退
後
、
佐
賀
関
な
ど
が
指
摘



き
れ
る
。

支』
J

『;、、

西
讃
か
ら
は
倫
讃
瀬
戸
の
東
え
時
に
船
出
し
て
畑
山
一
に
流
さ
れ
た
が
ら

北
東
へ
豊
島
や
P
R
的
を
目
持
す
(
、
不
一
日
の
杭
粍
)
、

(
円
)

目
標
に
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
伝
承
に
よ
れ
ば
間
持
紀
に
摂
津
の
一
二
一
心
一
か
ら
大
一
一
一

つ
ぎ
は
守
浮
か
γ
写
ぷ
を

島
(
+
一
一
一
子
議
円
一
同
)

に
勧
諾
さ
れ
た
火
山
続
(
祇
)
ぬ
の
祭
主
は
、

m
h
Eの
広
片
山
下
円

的
地
佐
を
兼
ね
た
と
い
う
。
そ
の
後
任
伝
ば
辺
r
伎
に
移
っ
た
よ
「
で
、

t
r
良
時

代
に
は
さ
ム
々
に
道
前
へ
移
品
配
し
て
い
る

ヤ
ず
れ
に
し
て
も
、
先
述
し
た
よ
K
J

に
当
地
に
は
中
央
か
ら
の
来
駕
J
J
点
打
七
ハ
が
い
た
に
は
伊
予
へ
の
航
践
が
(
北
九

州
か
ら
函
の
海
外
を
一
見
通
寸
存
第
一
の
中
で
」
琵
刊
伏
さ
れ
た
。
瀬
戸
内
か
一
東
西
す

る
制
も
地
形
の
関
係
で
、

以
吋
訪
仏
で
は
北
東
l

南
西
を
茶
玄
に
せ
ざ
る
を
待
子
、

そ
れ
は
伊
予
か
ら
よ
東
上
・
百
一
「
寸
る
い
A
J
ム
口
に
山
隔
が
の
佼
路
へ
直
結
し
叶
わ
い
形

」
を
つ
く
っ
て
い
た
c

江
戸
市
民
穴
の
t
r
r
九
九
穴
に
お
い
、

F
m
一
年
七
九
三
一

5
5

ば
ム
「
↑
山
首
容
が
弓
E

喜
を

J
B
F
だ
{
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山
乏
n
J
J
一
一
一
一
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弘
主
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を
そ
れ
ぞ
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し
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(
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J
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ア
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E
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二
三
九
二
五
三
P
P
M

一
f
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P
J
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事
v
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二
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一
二
r
r
-
P晶
子
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即
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子
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い工
b

ト

E2K出
-fkをとド一dn'fdF・
ζ

-

玄
究
一
二
三

-
も

，-一一

F
'
φ
b

，包

法
山
子
を
お
い
、
て
往
還
に
内
情
。
え
て
い
と
が
、

こ
れ
一
民
に
な
て
て
ト
ピ
除
て
干
し
門
院
を
仔

断
寸
る
だ
け
の
此
校
的
安
定
し
た
持

P
F
の
そ
き
を
み
る
に
た
r
J
た
わ
け
で

t

あ
ろ
う
。

ん
徒
述
す
る
よ
「
に
当
引
い
岐
は

m
m一
も
牧
採
で

十
東
前
向
に
は
市
民
で

運
ば
れ
た
三
角
絞
が
通
杓

現
在
で

4
，
町
十
れ
へ
の
入
門
を
一
民
J
日
デ
ム
ロ
ゼ
ミ
こ
と

pubh山4CmLハγ
弔
句
み
め

4匂。

回
、
航
程
の
短
縮

ア
一
マ
ン
行
え
と
イ
ン
ド
西
洋
の
連
絡
に
お
い
て
、

ア
ラ
ビ
ア
人
は
地
乗
れ
リ
か

ら
沖
采
り
へ
航
路
の
短
紡
を
、
足
。
く
か
ら
試
み
て
い
る
。
ま
た
、
古
風
ア
フ
リ
カ

ネ
ノ
ニ
?
)
か
ら
J

ン
ド
西
岸
へ
、
住
影
の
児
え
な
い
イ
ン
ド
乏
を
、
府
間
と
吸
を

+
じ
め
に
航
行
し
た
ガ
?
の
一
行
を
案
内
し
た
ア
ラ
ビ
ア
人
の
航
海
知
謙
の
よ
ち

，-
¥-

一
仇
で
は
航
路
を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
た
い
ぎ
識
が
、

人
閉
め
中
に
は
友

る
の
だ
ろ
う
o

交
通
は
時
間
と
空
間
を
克
服
し
て
や
ま
な
い
も
の

(
ラ

y
-
Y
ヱ

ル
)
で
あ
り
、

種
々
な
ル
!
ト
の
発
見
へ
の
試
み
の
中
か
ら
、

各
海
域
に
選
出
一

な
ι
-
r
u
J
J
J
発
見
さ
れ
、

現
在
の
動
力
恥
は
そ
れ
に
従
っ
て
4
動
い
て
い
・
る
の
引
J
九一

U
Mい
4

、
e
め
る
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コ

主
一
五
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F
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L
-
F
L
千
戸
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に
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記
入
μ
一
一
吐
y
h
・
一
四
一
言
-
才
一
と
い

z

一一三匹、

z
-
T
L
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L

十
三
そ
わ
一
こ
と
が

ま
た
正
…
A
E

守
へ
わ
伝
~
七
ド
ム
に

7

山
μ一
1
v
一
に
計
一
宮
?
で
ま

」
よ
ち
で
ふ
る
。

空
た
、

併
の
大
型
化
の
方
向
も
あ
る
。
平
安
時
代
に
な
っ
て
荘
開
化
が
だ
ん

沖
合
航
行
の
拾
い
浪
に
も
耐
え
し
か
ι
u
袴

桁

一
日
係
よ
町
、
も
見
恥
に
中
心
が
務
一
旬
、



の
培
、
を
鉱
待
で
き
る

z
i
k
I恥

(
H
K
糾
段
陀
は
じ
下
弘
前
払
)

へ
の
方
向
が
在
て
き
た
心

古
代
に
お
け
る
こ

l
E
f
f
L
石
格
人
1
h
田
氏
は
、
そ
め
詠
む
一
二
日
L
紀
以
ま
で

ι

{
叶
一
〕

瀬
戸
内
で
入

C
石

J

二

六

石

存

度

に

ま

で

拡

大

し

た

c

'
も
ち
ろ

よ
L

、

石

1
一
ニ
六

こ
れ
は
遺
使
長
(
一

石
程
度
で
す
山
手
ん
が
」
一
本
?
L
人
あ
ま
h
手
宇
一
せ
た

と
い
う
」

で
は
な
く
、

内
海
を
航
行
す
る
一
肢
の
后
で
あ
る
c

さ
ら
に
、

持一
um
術
の
進
川
十
ず
も
あ
る
。
昼
間
航
行
を
原
則
と
し
た
古
代
で
も
条

件
さ
え
調
え
ば
夜
間
航
行
を
し
た
わ
け
で
、

(
刊
一
)

い
う
」
で
の
歌
が
あ
る
c

万
家
集
一
に
も
一
長
同
一
島
(
会
粍
自
民
と

古
か
わ
」
、

が
ん
戸
、
民
の
勲
一
日
J
も
一
層
レ
ベ
ル
一
f

ッ
ブ
し
た

と
み
え
て
、

山
川
和
一
四
年

七
六
一
七
」

の
た
時
行
役
目
一
戸
」
什
い
に
よ
れ
ば
、

同
ゲ
」
一
二

r

i
f
t
2
 

半
島
の
白
比
を
九
RJ

日
彫
刻
(
一
六

)
に
北
東
駄
を
受
け
て
漕
ぷ
し

終
夜
幅
削
風
を
受
け
て
白
迄
1
L

回
全
己
反
刻
(
人

同
血
実
瀕
戸
に
劃
定
し
て
い

る
へ
間
待
私
J

」
。
そ
し
て
、

当
日
は
さ
ら
に
五
回
一
十
一
は
か

n
tた
ん
で
夜
r
1
4

洗
に
入

っ
た
。

日
比
か
ら
昆
安
吉
で
は
約
八
五
辛
口
メ
ー
ト
ル
去
り
、

帆
お
れ
速
区
は
こ
・

八
七
ノ
ッ
ト
と
な
る
じ
夜
間
航
一
行
と
い
う
こ
と
と
合
せ
て
初
公
を

m
mす
る
技

山
町
も
向
上
し
た
こ
と
を
か
い
語
る
。

、4
4」
J

可、、

石
U

立
謙
一
一
二
〕
戸
む
い
山
口
桜
門
学
の
ιv
し
む
『
れ
-
迅
速
化
に
つ
い
て
ソ
一
二
回
コ
!
ス

作
一
近
で
の
沖
乗
町
、

¥

午

、

当

d

一
し

v

，、

rq+門
医

hT
「

-
十
一
以
上
に
よ
る
一
子
存

= 
Lι 

長
杓

の
減
少
チp
~ 

v 

ちと
あ
ド

L 、

る~ 3 
ぢ:与;，j. 
、~1::' 
度、
Ifli: 
t怖い

克ミ

炉
心
路
僚
の
出
の

k
b
か
げ
な
ど
に
歪

接
仮
泊
す
る
こ
と
で
、

つ
ぎ
の
出
航
を
(
早
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

家
出
町
、

塩
飽
諸
島
、

長
島
(
山
口
県
」
、

安
居
島
(
愛
媛
県
)

な
ど
で
は
鉛
が

よ
く
仮
泊
し
た
が
、

友
病
を
離
れ
た
海
山
存
よ
り
も
海
象
を
よ
り
日
一
i

く
確
実
に
キ

ヤ
ッ
チ
で
き
、
直
も
に
す
引
い
慌
に
粂
て
て
ス
4
!
ト
で
き
る
の
は
大
き
な
強
み
で

、
，
}
コ

み
よ
戸
一

寸
な
わ
ゆ
り

仮
泊
や
宇
治
な
ど
の
た
め
に
十
一
航
路
を
外
れ
る
伝
記
一
分
だ

け
本
航
路
孝
前
進
寸
る
こ
と
が
で
空
司
令
。

F〉

他

出
汁
J

ぷ
上
の
問
題
と
し
て
問

聞
い
い
栂
峡
や
す
小
江
沖
な
ど
に
ふ
ム
一
れ
だ
ワ
イ
応
台
、
戸
)
川
町
し
て
は
ん
一
部
一
吟
で

4
h
t内
隠
す
-

一近
J

え
す
る

な
ど
も
あ
ヨ
た
。

つ
ぎ
に
、

古
代
に
も
不
定
期
な
が
ら
試
み
ら
れ
た
と
忠
わ
れ
る
が
、

隣町片山一
L
-

北
九
州
か
一
倍
ぷ
海
上
ル

i
ト
で
且
町
一
一
短
は
さ
予
諸
島
め
ι担
A
F一
し
だ

γ
で
友
て
た
や

十
口
く
「
(
女
一
一
一
一
均
妥
り
」
と
よ
ば
れ
た
直
一
回
紅
路
か
ら
、

へ、

に
骨

γ
!
伊
一
十
一
わ

一
伊
子
中

乗
り
」

さ
ら
に
下
津
井
1

来
島
海
峡
の
「
伊
予
地
乗
れ
こ
が
あ
っ
た

F
f
7
1

島
海
峡
の
一
般
的
な
意
味
で
の
乗
り
切
り
は
江
戸
時
代
と
考
え
ら
れ
る
)
。
「
い

予
中
乗
れ
リ
」
が
+
一
一
一
子
諸
島
を
東
西
に
抜
け
る
伝
短
コ
ー
ス
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は

開
腕
実
瀬
戸
が
控
え
て
い
た
。
時
代
の
下
院
と
と
も
に
主
島
訴
の
一
J
i
ス
は
注

ι
H
4
1

弓
酌
・
山
一
七
城
島
や
塩
飽
伯
方
瀬
戸
に
代
る
な
ど
、

笠一

m
h岬
。
の
白
石
足
利

患
を
含
め
て
沖
合
を
航
行
す
る
コ
!
ス
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
く
。

fH) 

(
日
最
初
は
由
且
要
瀬
戸
の
瀬
戸
袴
に
、

鹿
沼
H
P

，
一
私
は
4
人

r ，時.' i台、
E主
一句

"'← ι 

七
一
九
年
一
演
を
の
{
ヨ
法
に
柊

転
)
に
参
詣
し
て
航
ト
仰
の
安
全
を
祈
願
し
た
と
も
い
う
。

生」
4
1

、
訴
か
ム
{
立

の
沿
去
を
終
て
三
め
一
幅
四
か
ら
廃
老
広
(
約

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

2
7
らが

伝
J
1
t

自
幹
司
未
解
一
戸
!
津
和
地
島
へ
は
約
八
「
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

し
か
?
干
v
E
ヘ
ム
川

か
つ
て
は
律
お
た
の
方
が
廃
zcv汁
は
よ
り
主
本
一
仁
路
僚
に
ふ
り
、

よ
れ
ソ
日
午
く
務
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
吾
、
め
伊
い
た
に

そ
の
ほ
か

山
陽
沿
長
の
コ
!
ス

(
箔
磨
最
北
山
一
坪
f

牛
肉
乙
児
島

-mFR
一九千三

尚
一
)
と
沖
合
コ

1
6

ス

(
明
石
海
峡

l
家
島
諸
島

l
直
島
諸
島

i
塩
金
一
諸
島
」

fナy

対
比
で
は
、

距
離
に
大
差
は
な
い
が
、

後
者
は
沖
合
に
あ
る
た
め
、

g
b
m民
主
一

み
て
次
杭
程
の
消
化
に
円
十
/
¥
対
応
で
き
、
長
あ
し
か
二
層
の
ば
寸
こ
と
が
で
主

た
ろ
う
。



玉
、
泊
地
、
海
域
な
ど

泊
抱
を
取
り
ま
く
歴
史
的
、

地
理
的
一
諸
現
象
の
中
で
伝
の
状
管
、
治
1
V

唱
の
立

捻
の
二
点
を
述
べ
た
い
。

前
者
で
は
、

ruニ
湾
め
差
-v-416
閉
し
て
子
炉
町
ヘ
人
ふ
り

込
-
h

↑

b
E附
し
た
抗
奪
(
酌
子
一
・
1

定
住
+
巾
)
、
一
三
喜
，

L
の
た
め
に
目
見
計
さ
れ
た
参

九
五
)

江
(
夜
と
)
の
内
容
に
一
倍
る
(
兵
庫
、
一
目
田
-
一
日
昼
、

E
z
t伝

1

後
二
宏
一
は
N
H
m
F
r
ε
)

、

♂
汚
告
の
巨
木
や
岩
な
ど
に
繋
必
ず
ξ
、

3h
水
炉
九
め
:
程
一
人
ど
な
し
じ
ゃ
凡
U

F

広
で
が
r
怯

な
ど
が
あ
る
e

慢
の
事
件
が

す
る
(
外
一
路
島
北
総
の
岩
屋
か
ら
怪
駅
長
の
同
国
一
」

ふ
ら
'
円
一
な
い
ま
ま
に
停
船
し
て
い

一
変

η
号
、
に
性

E
の
↑
匹
一
銭
ま
で
誌
J
L
一反

さ
れ
る
こ
と
も
よ
く
み
ら
れ
た
こ
と
で
去
に
た
e

後
者
で
は
、

古
く
バ

レ

ン

ι↑h
f

ク
レ
タ
島
な
ど
の
よ
う
に
島
に
立
佐
寸
る
か

(
日
本
で
は
家
長

段
差包

日
紅
一
長
な
ど
)
、

沿
山
江
に
立
地
寸
る
か
な
ど
が
あ
る
。
治
山
一
匹
に
立
捻
寸
る
棋
会
は
、

守
官
公
的
性
格
(
五
泊
や
長
門
の
三
除
」
、
守
向
上
抱
で
は
沼
地
の
併
後
な
ど

J
A
}
}
し
v
」

で
経
費
を
徴
収
さ
れ
る
た
め
少
し
離
れ
て
立
地
寸
る
(
安
一
段
西
め
検
討
炉
、
牛
m
Rレ

t
り
み

の
北
の
尻
晶
問
、
安
芸
の
国
津
守
}
三
津
と
す
れ
ば
西
の
風
早
な
ど
」
、

(3-
校
風
なじ

ど
静
一
鑑
の
意
味
を
含
め
て
対
向
性
を
も
つ
か
な
子
牲
を
も
つ
か
(
前
者
な
ら
地

か「
Jhγ

っ
た
き
っ
か
ふ

υヮ

一
家
安
と
仲
家
一
室
、
上
関
と
g
z
漆
、
町
一
C

志
向
降
、
ゃ
，
F

Y

シ
ナ
怒
峡
の
わ
，

C
な
ど
、

刊暗山串
Z
-

な
戸
「
度
予
}
搾
仕
立
を

E
由
だ
と
し
ま
・
5
E
K
U
三
ド
ぐ
一
定
を

τ
芝
と

L
Y
-
-官
官
民
を

APA
九
ち
し
4
-

う
ら

佐
賀
院
j

上
様
と
下
療
な
と
」
、
f

ィ
、
伝
長
僚
に
大
雪
〈
字
、
巴
し
た
い
L
b
-

供
一
ぐ
、

広
い
海
域
に
お
け
る

a
E
(
t
奈
で
は
ト
ヤ
ハ
町
一
三
唱
に
」
fiζ
々
一
任
野
山
、

後
さ
で
は
-
恥
紅
白
罰
・

F
い
長
官

磨
町
産
)
、

Z
J
L

↑bT
去
の
こ
え
に
?
ー
す
れ
f
r
e
F
-
c
{

宏、一島、

r
E
そ
F
K

十一)、

な
ど
が
あ
る
。

治
地
に
つ
い
て
も
う
一
つ
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
い
五
泊
の
'
一
に
あ
げ

か

ら

(

叫

μ

v

r

幻
~

ら
れ
て
い
る
福
泊
の
こ
也
で
、
品
w.
ぉ
・
酌
子
一
説
(
秋
山
恒
士
、
千
四
ぞ
ム
)
総

(
公
)

治
・
福
泊
説
(
吉
田
東
伍
ム
J

)

が
あ
る
。
間

3
は
そ
の
関
係
図
で
あ
る
が
、

73Lメ ffんf
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f
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形
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0
メ
ー
ト
ル
の
等
一
員
約
が
大
き
く
東
か
戸
h
r

入
り
込
人
だ
的
形
と
、

広
向
か
ら
人

η

込
ん
だ
福
泊
付
近
が
あ
る
。
当
地
付
近
の
播
際
農
で
否
し
い
わ
ば
臣
、

J
J
&
る
c

潮
流
は
現
海
岸
線
の
沖
合
で
一
ノ
ッ
ト
存
度
で
あ
る
が
、

印
刷
は
東
と
需
の
方
向

が
要
注
意
で
そ
れ
ら
か
ら
安
全
な
場
所
が
望
ま
し
い
。
先
制
の
的
ん
か
誌
で
は
欝

付
近
を
韓
泊
に
あ
て
て
い
る
が
、
臥
む
を
座
尽
き
せ
易
い
遠
浅
の
干
お
と
併
せ
て

i
h
r
h
u
-
一
日
u
h

是
認
で
き
そ
う
で
あ
る
。
的
形
の
問
自
に
は
臨
む
を
含
め
て
水
面
に
関
す
る
地

名
が
多
い
(
仮
臼
肢
は
沖
の
日
V

州
の
ょ
に
建
て
た
仮
り
の
家
と
い
う
)

O

し
か
し
、

特
に
南
国
叫
が
な
け
れ
ば
福
泊
加
酬
を
利
用
し
て
西
や
東
へ
航
紅
一
を
急
い
だ
で
あ
ろ

4
u
a
r
h
J
 

ぅ
。
隠
は
空
に
通
ず
る
こ
と
か
ら
福
治
へ
鎌
倉
時
代
に
名
が
出
演
し
た
J

に
転

当
地
は
先
述
の
皮
老
夜
や
佐
賀
関
の
よ
う
に
一
港
で
複
数
め
一

性
格
を
も
っ
た
補
完
品
俗
で
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
時
代
の
下
降
と
と
も
に
沖
合

じ
た
と
い
う
が
、

航
行
の
船
が
増
加
し

(
そ
の
傾
向
は

当
地
へ
の
寄
治
を
名
く
よ
う
に
な
っ
た

や
は
杓
，
古
代
か
ら
)
と
考
え
る
。

な
シ
〈

海
域
で
大
川
引
の
悔
の
所
在
に
ふ
れ
た
レ
。

つ
ぎ
に
、

河
合
正
治
は
、

レ
」
川
廿
一

U
L

:
t
J
 

の
後
半
斉
明
帝
が
伊
予
経
由
博
多
へ
の
前
進
の
際
、
通
過
さ
れ
た
大
伯
の
海
ば

(
m
J
」

(

却

)

(

叶

4
-

芸
子
諸
島
付
近
の
海
で
あ
ろ
う
と
い
号
。
と
こ
ろ
が
士
口
出
東
伍
鳥
越
さ
主
巴

(
臼
)

西
川
宏
ら
は
備
前
の
邑
久
付
近
の
海
と
考
え
て
い
る
。

当
時
は
「
探
究
終
日
か
内
陸

に
あ
り

士
口
備
の
前
十
回
に
あ
る
児
島
の
内
例
会
一
仮
り
に
山
花
山
訪
海
湾
だ
と
す
れ
ば

邑
久
付
近
は
そ
の
海
陸
v

と
牛
窓
沖
合
の
一

m
m
に
耳
ハ
巴
ま
れ
て
い
た
。
筆
者
ほ
、

佑
の
湾
を
後
者
に
考
え
た
い
c

少
く
と
も
五
行
ι

「
だ
に
な
設
置
が
完
了
し
て
い
た

と
み
ら
れ
る
大
伯
国
造
の
前
身
は
士
コ
常
務
正
直
め
伊
に
む
と
い
7
一

お↓↑叫山
t
H
「
U
M岬

割
引
に
さ
か
上
る
よ
う
で
あ
る
。

分
国
品
い
討
を
と
っ
た
と
い
号
+
一
口
伝
の
{
山
4

備
海
部
一
位
の
系
統
は
士
口
備
一
一
族
と
血
緑
関
係
が
な
か
コ
た
と
い
わ
れ
、
近
畿
孜

へ
均
一

権
と
の
つ
な
が
り
も
考
え
ら
れ
と
σ

ウ
}
打
J

、

ふ
t
『
ノ

前
者
で
は
士
口
偽
一
絞
め
泌
氏
(
没
佐
)
が
現
岡
山
市
の
百
部
に
居
住

し
て
お
り
、

児
島
台
湾
を
全
体
酌
に
料
一
rm
し
日
初
レ
位
置
に
あ
っ
た
。
山
間
沿
岸

の
航
路
む
に
点
↑
μ

い
す
る
港
湾
・
海
上
支
配
者
の
古
墳
の
一

つ
が
牛
容
に
あ
杓

吉
備
が
部
の
系
統
は
当
抱
を
拠
点
に
吉
備
の
外
海
を
勢
力
下
に
置
い
v

て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

後
に
は
外
国
の
使
臣
も
同
僚
待
し
た
児
島
の
屯
倉
が
六
尚
紀
に
設
け
ム
れ
、

七

世
紀
に
は
西
下
す
る
斉
明
帝
の

」
こ
で
大
伯
皇

一
行
が
当
海
を
通
過
す
る
が

女
が
誕
生
す
る
と
い
う
件
は
、

朝
廷
と
の
つ
な
が
り
の
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

山
1

宇
八
孜
権
の
存
在
が
二
層
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
す
芯
と
も
よ
み
と
れ
る
し
、

ま
た
沿
海
付
近
が
難
波
と
伊
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